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「新しい生活様式」を踏まえた学校の行動基準

「レベル3」 一 生歴週Ш
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(累積患者数、感染経路が不明な感業者数の割合、直近1週間の倍加時間な

どで判断する。特措法第45条に基づく「徹底した行動変容の要請」で新規

感業者数を劇的に抑え込む地域。)
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都道府県の指定基準等を踏まえつつ、その半分程度などの新規報告者等
で判断することが考えられる。感染状況をモニタリングしながら、「新

しい生活様式」を徹底するとともに、必要に応し、知事が特措法第 24

条第9墳に基づく協力要請を実施する地域)及び

②工菫盤観壼麺遭鷹墨上L担当主五盛豊然渥工ぬ五襲盤のユニュ盛塞鐘菫

鰹 量 響
日ヒ 測 幽 型 裁 蔓 出 動

「レベル 1」 ・`

(新規感染者が一定程度確認されるもの

感染拡大注意都道府県の基準には違していない。弓|き続き感染状況をモ

リングしながら、「新しい生活様式」を徹底する地域)

※ 上記のいずれの地域に該当するかは、地域のまん延状況や医療提供体制等の状況を踏

まえ、自治体の衛生
=管

部局と相談の上、判断すること。

※
 婁|ヒ黛匙8箸悽lξ

l参|:ヽ
て、具体的にどのように教育活動を進めるかについては、第3

2レ ベル3か らレベル2に移行することを想定しており、レベル1か らレベル2に上がる際には「感染ツ

スクの高い活動を停止する」となる。
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(参考)新型コロナウイルス感染症対策専門家会議
「叛型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」(2020年 5月 14日 )か ら抜粋

3地 域の感染状況に応じ、緊急事態宣言の対象地域の考え方や、4月 1日の提

言で示した地域区分の考え方も踏まえ、各都道府県を以下 3区分に分類し、それ
ぞれの地域において、適切な感染対策を実施していく。

①整重L墾璧盛L壼幽奎壺里 :塗菫4ユ螢量菫エヨEK「鐘』壼」ヨニ動ヨ盤 :の翌虚」で

新規感染者数を慮!的に抑えこむ

②盤塾饉△注菫壺菫虚塁:都道府県において、塁重Ω盛塾盤ユ空二塁型≧」。
「亜しュ主漬撻式」を徹底するとともに、必要に応じ、

滋菫2窒!国:E:塑里:コl=:出1題El國踵:=:L

O聰  :ユ豊聾壺型墜堕璽□田E埜型2グするとともに、
「重L壼主澄量式」の徹底で、感染拡大を防ぐ。
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(2)「密集」の回避 (身体的距離の確保)

「新 しい生活様式」では、人 との間隔は、できるだけ 2メ ー トル (最低 1

メー トル)空けることを推奨 しています。感染が一旦収束 した地域にあつて

も、学校は「3つの密」 となりやすい場所であることには変わ りなく、可能

な限 り身体的距離を確保することが重要です。

新規感染者や感染経路不明の感染者が多数確認されている地域において

は、「3つの密」を徹底的に避ける必要性も高まるため、レベル 3及びレベ

ル 2の地域では、身体的距離の確保を優先 して分散登校の導入などの工夫を

行つていただく必要があります。

レベル 1の地域では、施設等の制約から 1メ ー トルの距離を確保できない

場合には、できるだけ距離を離 し、換気を十分に行 うことや、マスクを着用

することなどを併せて行 うことより「3つの密」を避けるよう努めて下さ

い 。

【レベル 3地域・ レベル 2地域】

児童生徒の間隔を可能な限り2メ ー トル (最低 1メ ー トル)確保する

ように座席配置を取 ります。

このような形で学校教育活動を行 うためには、学級の規模に応じ、施

設の制約がある場合には、学級を二つのグループに分けるなど、分散登

校や時差登校を適宜組み合わせて、異なる教室や時間で指導を行 う等の

対応が必要となります。

【レベル 1地域】

児童生年の間隔を 1メ ー トルを目安に学級内で最大限の間隔をとるよ

うに座席配置を取ります。

なお、以下の図は、座席配置の一例です。これら螢立巡園当螢工巳
=エとと2._ヱ21二型2』塁塾2塑亜墜盛基」とzヽ空2△塁上壺Lじ三二こ1丞盤
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(参考)レベル 2・ 3地域 (1ク ラス 20人の例)
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(3)「密接」の場面への対応 (マ スクの着用)

①マスクの着用について

学校教育活動においては、近距離での

会話や発声等が必要な場面も生 じうるこ

とから、飛沫を飛ばさないよう、児童生

徒等及び教職員は、歯曇‐2s‐1句 には塗柱1壼壼生Z:

クを着用することが望ましいと考えられ

ます。

ただし、気候の状況等により、熱I主じ匡
などの健康被害が発生する可能性カヽ高い と判断 した場合は、マスクを外

してください。その際は、換気や児童生徒等の間に土全生亜離と堡つな

どの置コ重室」重墨いし菫」L_

また、埜造ヱ墾鋼艶」塾:と全ュ△之』搾國塾藝奎菫22菫:三盪。配慮事項

等については別添資料 2(事務連絡 「学校の体育の授業におけるマスク着

用の必要性について」 (令和 2年 5月 21日 ))を参照 してください。

(参考)正 しいマスクの着用について

正しいマスクの着用

会話をするとき|ま

マスクをつけましよう!

5分間の会話|よ

_.1回の咳と同じ

」
・
‖
1'111.セ )日と口?両方を,_     置実に薔う

“̀
:11:111'Li)ゴ

ム0もを η■いし|・ ・ ・  OJ 腋

"・

]ないよう

耳にかける ,まで

"う

やってみよう 1新型コロナウイルス みんなでできること 動ヽ画|

=

新型コロナウイルスから身を守る方法や他人にうつさないために心がけることを

わかりやすく紹介する動画を公開しています。

マスクがない場合に、自■する方法も紹介しています。

タレントの鈴木掲君と夢ちゃんと―緒に是非こ家庭でも学んでみてください。
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②マスクの取扱いについて

マスクを外す際には、ゴムやひもをつまんで外 し、手指にウイルス等が

付着しないよう、なるべくマスクの表面には触れず、内側を折 りたたんで

清潔なビニールや布等に置くなどして清潔に保ちます。

マスクを廃棄する際も、マスクの表面には触れずにビニール袋等に入れ

て、袋の口を縛って密聞してから廃棄 します。

③布製マスクの衛生管理について (布製マスクの洗い方)

布製マスクは 1日 1回の洗濯により、おおむね 1か月の利用が可能で

す。経済産業省が、洗い方に関する動画をインターネット上に掲載 してい

ます (YouTube metiChannel「 布マスクをご利用のみなきまへ」)。

(検索方法)

・YouT“eか ら「布マスクをご利用のみなさまへ」で検索して下さい。

https://www voutube com/watch ?v=AKNNZRRoフ4o

④手作リマスクの作成について

手作リマスクの作成方法については、文部科学省ホームページ上の「子

供の学び応援サイト」も参考にしてください。

httpsr/ qo.jP/a menu /ikusei/qakusyushien/mext 00460.htrrll

子供の学び応援サイト
～

==騎
体豪期間における学コ支い ンテンッ

“

→ ルサイト～/

24



①手洗い

接触感染の仕組みについて児童生徒に理解 させ、手指で日、鼻、日を

できるだけ触 らないよう指導するとともに、接触感染を避ける方法 とし

て、手洗いを徹底 します。様々な場所にウイルスが付着 している可能性

があるので、外から教室等に入る時や トイレの後、給食 (昼食)の前後

など、こまめに手を洗 うことが重要です。手洗いは 30秒程度かけて、

水 と石けんで丁寧に洗います。また、手を拭 くタオルやハンカチ等は個

人持ちとして、共用はしないように指導 します。

手指用の消毒液は、流水での手洗いができない際に、補助的に用いら

れるものですので、基本的には流水 と石鹸での手洗いを指導 します。た

だし、流水で手洗いができない場合には、アルコールを含んだ手指消毒

薬を使用することが考えられます。

また、石けんやアルコールに過敏に反応 したり、手荒れの心配があつ

た りするような場合は、流水でしっかり洗 うなどして配慮を行います。

なお、児童生徒等に一律に消毒液の持参を求めることは適当ではあり

ません。 (それぞれの保護者が希望する場合には、この限りではありま

せん。)
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